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第１ 統廃合検討の背景 

 

近年、我が国の人口減少は、様々な対策を講じているにもかかわらず、歯止めがかからな

い状況となっています。本市においても昭和 55 年度に 320 人であった出生数は減少の一途

をたどり、令和５年度には 87 人まで落ち込み、出生数の減少とともに人口も減少し、重要

な地域課題となっています。 

また、少子化・人口減少の進行とともに、共働き世帯の増加、保護者の就労環境の多様化

など、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、子どもの豊かな育ちに対する社会的な要

請は高まりをみせ、子ども・子育て支援について更なる充実が求められています。 

保育所は、人間形成の基礎を培う重要な時期に、子どもたちが大半を過ごす場所であり、

その保育所で行う保育は、望ましい未来をつくりだす力の基礎を養うため、子どもの最善の

利益に十分に配慮がなされた環境下で行うことが重要です。 

本市の公立保育園は、利用ニーズの高まりとともに昭和 50 年前後に整備された施設がほ

とんどです。これらの施設は、建築後 50 年程度が経過し老朽化が進行していることから、

建替えが必要な時期を迎えています。一方で少子化の進行により本市の就学前児童数は今後

も減少していくことが予測されており、既存施設を長期的に活用・運営していくことは困難

になると思われます。 

このような保育園を取り巻く様々な課題を抱える中、児童数の動向や多様化する保育ニー

ズのより一層の充実を考慮しながら、公立保育園の適正配置及び保育のあり方についての検

討が必要となっています。 
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第２ 本市の現状と課題 

 

１ 児童及び保育園を取り巻く本市の現状 

 (1) 人口減少と核家族化 

昭和 53年度末に 37,420人であった本市の住民基本台帳人口は、令和５年度末には 24,391

人に減少しています。一方で世帯数は増加しており、核家族化が進行しています。 

 

 

 (2) 出生数 

昭和 55年には 480人の出生数でしたが、令和５年には 84人と６分の１近くまで減少して

います。 

 

 

 

S53 H元 H10 H20 H30 R1 R2 R3 R4 R5

総人口 37,420 35,471 34,102 31,244 27,004 26,501 25,924 25,390 24,862 24,391

世帯数 9,053 9,139 9,685 10,093 10,231 10,225 10,193 10,137 10,120 10,098
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資料：加茂市のすがた 

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

出生数 300 272 267 180 188 145 131 121 134 119 113 94 96 84
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 (3) 児童数の推移 

① 就学前児童数の推移 

住民基本台帳における本市の就学前児童数（０歳～５歳）は減少傾向で推移していま

す。就学前児童数については、今後も減少が続くと予想されます。 

 

 

② 各地区の児童数 

各地区の児童数はどの地区も減少傾向ですが、七谷地区、狭口地区、西小地区、須田

地区などの兼業農家や果樹農家が多い地域では、児童数が顕著に少なくなっています。

西加茂地区や下条地区は、宅地造成や団地造成により人口が増加したため児童数も多い

状況です。 
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資料：加茂市のすがた 

R3 R4 R5 R6 R7

合計 739 703 670 631 568
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③ 入所児童の推移 

保育所 
定

員 

入所児童数（各年度３月末、R7 は４月） 

R4 R5 R6 R7 

人数 充足率 人数 充足率 人数 充足率 人数 充足率 

西加茂保育園 120 39 32.5% 44 36.7% 42 35.0％ 25 20.8％ 

加茂西宮保育園 90 65 72.2％ 59 65.6% 50 55.6% 41 45.6% 

芝野保育園 90 57 63.3% 56 62.2％ 48 53.3％ 51 56.7％ 

宝が丘保育園 50 69 98.6％ 63 90.0% 50 76.9% 43 86.0% 

加茂新田保育園 60 63 90.0％ 64 106.7% 59 98.3％ 54 90.0% 

下条保育園 20 19 95.0％ 18 90.0％ 19 95.0% 14 70.0% 

七谷保育園 20 22 110.0% 20 100.0% 16 80.0％ 13 65.0％ 

本量寺こども園 100 126 105.0% 120 100.0% 110 110.0% 92 92.0% 

須田保育園 50 47 78.3% 48 96.0% 44 88.0% 37 74.0% 

白百合幼稚園 72 64 85.3% 60 80.0％ 60 80.0% 59 81.9% 

葵幼稚園 37 20 54.1% 21 56.8% 19 51.4% 19 51.4% 

ルーテル幼稚園 21 26 83.9% 22 71.0% 18 58.1% 15 71.4% 

公立保育園 300 161 53.7% 159 53.0% 140 46.7% 117 39.0% 

私立保育園等 430 456 90.7% 436 90.3% 395 86.2% 346 80.5% 

※入所児童の人数は、他市町村からの広域入所を除きます。 

※定員は令和７年４月現在の数。R4～6 年は各年度での定員で充足率を計算しています。 

 

 (4) 保育園・幼稚園・認定こども園の状況 

① 園の設置状況 

令和７年４月１日現在、市内の公立保育園は３か所となっています。令和７年度末（令

和８年３月末）で公立保育園の西加茂保育園が閉園予定です。 

その他、私立保育園が４園、認定こども園が３園、私立幼稚園が２園で合計 12 園と

なっています。 

地区名 地区にある保育園等 学校区 

七谷 七谷保育園 七谷小、七谷中 

狭口 （該当なし） 南小、若宮中 

南小 宝ケ丘保育園、本量寺こども園、ルーテル幼稚園 南小、若宮中 

加茂小南 葵幼稚園 加茂小、加茂中（一部、葵中） 

加茂小東 加茂西宮保育園 加茂小、加茂中 

西加茂 白百合幼稚園（認定こども園）、西加茂保育園 石川小、葵中（一部、加茂中） 

下条 下条保育園、芝野保育園 下条小、葵中 

西小 加茂新田保育園 石川小、加茂中 

須田 須田保育園（認定こども園） 須田小、須田中 
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② 保育サービスの実施状況 

 

各保育園等の保育サービス一覧表 

 ④延長保育 
⑤一時 

預かり 

入園 

年齢 
備考  実 施

状況 

開園時間 

 平日 土曜 

公立保育園 

 西加茂保育園 〇 7：30～19：00 8：30～12：00 ― 満 1歳  

加茂西宮保育

園 
〇 7：30～19：00 8：30～12：00 〇 2 か月 

※R５末より開始 

芝野保育園 〇 7：30～19：00 8：30～12：00 ― 満 1歳  

私立保育園 

 宝が丘保育園 〇 7：30～19：00 8：30～12：00 ― 2 か月  

加茂新田保育

園 
〇 7：30～19：00 8：30～12：00 〇 3 か月 

 

下条保育園 〇 7：30～19：00 8：30～12：00 〇 2 か月  

七谷保育園 〇 7：30～18：00 8：30～12：00 〇 6 か月  

認定こども園 

 本量寺こども

園 
〇 7：20～19：30 7：20～18：00 〇 

2 か月 

３歳 

※幼稚園部分 

8：00～16：00 

須田保育園 〇 7：30～19：00 8：30～12：00 〇 
2 か月 

３歳 

※幼稚園部分 

9：00～15：00 

白百合幼稚園 〇 8：00～18：00 ― 〇 １歳  

私立幼稚園 

 
葵幼稚園 〇 7：30～18：30 8：30～12：00 〇 

１歳 

３歳 

※保育園部分 

8：00～16：00 

ルーテル幼稚

園 
〇 7：30～19：00 8：30～12：00 〇 

１歳 

３歳 

※保育園部分 

8：00～16：00 

 

③ 待機児童の状況 

本市には、待機児童はいない状況です。 

 

④ 延長保育事業 

就労形態、勤務時間、勤務場所などの状況により、送迎が開園時間内に困難な場合に

対して、開園時間を延長する事業です。私立保育園、認定こども園はおおむね午後７時

までの延長保育を実施しています。 

働き方の多様化により、延長保育時間のさらなる延長を望む声が多くなっています。

さらに早朝保育もおおむね午前７時 30 分からの開園時間ですが、さらなる早朝を望む

声も同様にあります。 

 

⑤ 一時預かり保育事業 

保育園を利用していない家庭において、日常生活上の突発的な事情、社会参加などに

より家庭での保育が困難となる場合に、一時的に児童を預かり保育する事業です。 

ほとんどの私立保育園等において平日に実施をしていますが、公立保育園においては

保育園を利用している家庭も含め加茂西宮保育園で土曜日、日曜日及び祝日に実施して

います。 
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⑥ 休日保育 

日曜日、祝日等で保護者が就労などにより保育ができない場合に、保育園での保育を

行う事業です。就労形態の多様化によりいくらかのニーズはあるものの、現在当市で実

施している園はありません。 

 

 (5) 本市の教育・保育の量の見込み 

① 保育の必要性の認定 

本市に居住するこどもについて、保育園、幼稚園、認定こども園等の利用状況に利用

希望を踏まえて、次の区分で認定します。 

 

保育の認定区分 

認定区分 年齢 認定要件 

１号認定 
３～５歳 

幼児期の教育のみに該当 

２号認定 
保育の必要性に該当 

３号認定 ０～２歳 

 

＜実績＞ 

 
年齢 

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 

実績 実績 実績 実績 実績 

就学前児童数

① 

０歳児 102 91 94 88 71 

１・２歳児 244 215 194 191 178 

３歳児以上 393 397 382 352 319 

合計 739 703 670 631 568 

申込者② 

（保育ニーズ） 

 

 

０歳児 20 18 13 14 8 

１・２歳児 180 152 150 146 145 

３歳児以上 378 395 380 345 316 

合計 578 565 543 505 469 

申込率  

（ ②／① ） 

０歳児 19.6％ 19.8％ 13.8％ 15.9％ 11.3％ 

１・２歳児 73.8％ 70.7％ 77.3％ .76.4％ 81.5％ 

３歳児以上 96.2％ 99.5％ 99.5％ 98.0％ 99.1％ 

合計 78.2％ 80.4％ 81.0％ 80.0％ 82.6％ 

利用定員数 

(整備量) 
合計 876 813 778 752  

 752 ① 

 452 ② 

※①利用定員数（整備量）については公立保育園を含む数 

②利用定員数（整備量）については公立保育園を含まない数 

 

② 保育の量の見込み 

量の見込みの算出にあたっては、国から示された「市町村子ども・子育て支援事業計

画における『量の見込み』の算出等のための手引き」に基づき、ニーズ調査結果から算

出した利用意向に、推計される児童数を乗じた数値を基本とします。 

しかしながら、算出される数値が実際の利用見込みより大きく算出される傾向にある

ため、本計画においては、実際の利用実績等に基づき、補正を行っています。 
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＜量の見込み＞ 

年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ10 年度 Ｒ11 年度 

見込み量 合計 519 490 483 449 425 

 

１号認定 79 68 76 55 51 

２号認定 
学校教育 8 8 7 7 6 

保育園 260 251 241 232 219 

３号認定 

０歳児 38 36 35 34 33 

１歳児 66 63 61 60 57 

２歳児 68 64 63 61 59 

 

 

 

２ 公立保育園を取り巻く本市の課題 

 (1) 入所児童数の減少 

本市の入所児童数は、人口減少に伴い、今後も減少傾向で推移することが予想されます。

現在の入所児童数においても異年齢混合保育が行われています。少人数保育では、子どもひ

とり一人に保育士の目が届き、きめ細やかな保育の実施が可能である一方で、集団の中で多

様な考え方に触れる機会や学び合いの機会が少なくなり、社会性の育成など子どもの健全な

育ちにおいて影響があると考えられます。また、入所児童数の減少により施設が小規模化し

ても、配置基準に基づく保育士の配置は不可欠であり、分散配置による運営の非効率化を招

いています。 
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公立保育所の年齢別入所児童数（令和７年４月現在） 
園 名 定員 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計 入所率 

西加茂保育園 120 0 3 3 5 5 9 25 20.8％ 

加茂西宮保育園 90 0 6 7 8 9 12 42 46.7％ 

芝野保育園 90 0 4 9 11 16 11 51 56.7％ 

合 計 300 0 13 19 24 30 32 118 39.3％ 

 

 

 (2) 公立保育園のこれまでの統廃合の経過 

公立保育園の設置は全部で７園あったが、児童数の減少により４園が閉園となり、令和７

年度末にはもう１園（西加茂保育園）が閉園となる予定です。 

 

閉園時期 閉園した園 状況 

平成 18 年３月 31 日 狭口保育園 入所児童数の減少 

平成 20 年３月 31 日 天神林保育園 入所児童数の減少 

令和３年３月 31 日 高柳保育園 入所児童数の減少 

令和４年３月 31 日 加茂保育園 入所児童数の減少及び施設の老朽化 

令和８年３月 31 日（予定） 西加茂保育園 入所児童数の減少及び施設の老朽化 

※令和５年４月１日には、西宮保育園と加茂保育園が統廃合し、加茂西宮保育園となる。 

 

 (3) 施設の老朽化 

本市の公立保育園は、３園とも建設から 50 年前後が経過し、建物本体の老朽化が著しく

進行しています。このため、施設修繕に要する費用も増加傾向にあります。また、旧耐震基

準で建設された施設であるため、今後は耐震補強工事や長寿命化改修工事等に多額の費用が

見込まれることから、抜本的な対策が求められています。 

 

公立保育園の施設の状況 

保育所名 竣工年月 
定員

（人） 

敷地面積

（㎡） 

延床面積

（㎡） 
構造 

西加茂保育園 昭和 48 年 120 1398.98 545.35 木造 

加茂西宮保育園 昭和 51 年 90 1266.35 697.40 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

芝野保育園 昭和 55 年 90 2265.00 750.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

 (4) 保育士の配置状況 

保育士の配置基準は、国の配置基準に基づきますが、本市では保育士の業務負担軽減の観

点から、国の配置基準以上の配置に努めています。 

また、障がい加配保育士（障がいを持った子どもが支障なく保育所生活を送るために、個

別の配慮を行う保育士）については、対象児童 1名につき 1名の障がい加配保育士の配置に

努めています。 

令和７年４月１日時点の保育士数は正規職員 15 名に対し、保育士資格のある非常勤職員

が 11 名で、保育士資格のある短時間非常勤職員が９名となっており、正規保育士職員率は

42.9％です。さらに保育士不足により、保育士資格のない非常勤保育補助が 19 名となって

います。 

低年齢児の保育需要の高まりや支援の必要な児童への対応など、市が目指す保育サービス
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を継続していくには、全国的な保育士不足の状況の中、限られた人材を有効活用するととも

に、正規保育士の比率を向上させ、運営の安定化を図ることが必要となっています。 

 

公立保育所職員状況（R7.4現在） 

区 分 
29 歳 

以下 
30～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 

55 歳 

以上 
合計 

保育士 
正職員 1 10 1 0 3 0 15 

非常勤職員 3 3 0 3 2 0 11 

短時間保育士 非常勤職員 1 0 0 0 0 8 9 

保育補助 非常勤職員 1 2 1 5 1 9 19 

看護師  0 0 0 0 0 0 0 

調理員 
正職員 0 1 0 0 0 1 2 

非常勤職員 0 0 1 1 1 0 3 

用務員 
正職員 0 0 0 0 1 1 2 

非常勤職員 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 6 16 3 9 8 19 61 

 

 

 

加茂市公立保育所職員配置基準 保育士配置基準（国） 

年齢時 配置基準 年齢時 配置基準 

0歳児 ３：１ 0歳児 ３：１ 

1歳児 ４：１ 1・２歳児 ６：１ 

2歳児 ６：１ ３歳児 15：１ 

3歳児 15：１ ４・５歳児 25：１ 

４歳児以上 25：１  

他に、各施設フリー保育士１人を加算  
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 (5) 公立保育園の統廃合によるメリット・デメリット 

公立保育園の統廃合において、将来的に公立保育園を１園残す場合、又は公立保育園を全

て廃止する場合では、以下のメリットとデメリットが想定されます。 

 

 

１園を残す場合 全て廃止する場合 

メ
リ
ッ
ト 

＜保育サービス＞ 

●保育士を１園に集中して配置する

ことで、質の高い保育、多様化する

保育ニーズへの対応が可能となる。 

（一時預かり、障がい児保育等） 

●特別な配慮が必要な児童や困難を

抱える家庭の受け入れ体制を確保

できる。 

 

＜保育サービス＞ 

●公立園の動向によらず、私立園それぞ

れの特色ある保育サービスが期待で

きる。 

 

＜市の財政負担＞ 

●公立保育園運営費が不要となり、その

財源で他の子育て支援サービスに重

点的に予算を配分できる。 

デ
メ
リ
ッ
ト 

＜市の財政負担＞ 

●保育士の人件費や維持管理費等の

運営費が経常的に必要となる。 

●建物の老朽化により、建物の大規模

改修や設備更新等に多額の費用を

要する。 

＜保育サービス＞ 

●少子化により閉園する私立園が出て

きた場合、安定的かつ継続的な保育の

保証ができないおそれがある。 

●保育園の入園を断られたり、退園させ

られた場合の受入先がなくなる。 

 

＜市の財政負担＞ 

●私立園のサービスを維持するため、補

助金の支出が増えるおそれがある。 
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第３ 公立保育園の望ましいあり方について 

 

１ 統廃合検討委員会の開催経過 

検討委員会は計４回開催しました。開催日とそれぞれの議題は次に示すとおりです。 

本市の公立保育園について、児童数の減少、保育士の不足、施設の老朽化などの観点から

検討してきました。検討に当たっては、アンケート調査を実施しました。 

委員会 開催日 主な議題 

第１回 令和７年５月８日（木） 

・加茂市公立保育園統廃合に関する現状・課題につ

いて 

・今後のスケジュールについて 

第２回 令和７年７月４日（金） 

・加茂市公立保育園運営方針について 

・アンケート調査（案）について 

・意見交換 

第３回 令和７年９月 26日（金） 

・加茂市公立保育園統廃合に関するアンケート調査

の結果報告 

・意見交換 

第４回 令和７年 11月 19日（水） 
・公立保育園統廃合について（まとめ） 

・公立保育園のあり方に関する方向性について 

 

 

２ 公立保育園の望ましいあり方 

 (1) 今後の統廃合に求めること 

今後の児童数の推計、保育サービス、施設の状況及びアンケート結果等から、公立保育園

統廃合について検討した結果、本委員会としては公立保育園を１園に統合することが望まし

いものと提案します。 

次項以降に記載のとおり、公立保育園を１園に集約することで、限られた保育士人材を有

効活用しながら保育の質の向上やサービスの充実を図ることができます。また、市の財政負

担を軽減しながら適切な保育環境の整備を行うことが可能となります。これにより、公立保

育園が中心的な役割を担いながら加茂市における質の高い保育を安定的かつ持続的に提供

していくとともに、障がい児等の受入体制を確保していくことが期待されます。 

なお、今後の統廃合に当たっては、転園による保護者への負担に配慮して、十分な説明期

間を確保し、速やかな情報提供を行うとともに、当事者の意見を聴取しながら進めていくこ

とを求めます。 

また、統合後の公立保育園においては、公立保育園が果たすべき役割を踏まえた保育が実

現されることを望みます。 

 

 (2) 公立保育園が必要な理由 

⚫ 国や県から示される保育の指針や補助金等の動向を迅速に把握し、適切に実践するに

は、個々の私立園では限界がある。加茂市の未来の子育て環境を守るためには、質の

高い保育の維持が不可欠であるため、公立園には基幹保育園・指導機関としての役割

が求められる。 

⚫ 障がい児など、支援や配慮が必要な児童は増加傾向にある。子どもたちの状態や園の

体制等によっては、希望どおりの入園が叶わないケースもある。保護者の選択肢が限

られるため、公立における受け皿の確保が必要な状況である。課題が深刻なケースほ
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ど公立園での受け入れが期待される。 

⚫ 公立園を廃止することで、地域での安定した保育体制の確保ができないおそれがある。 

⚫ 土日祝日の保育サービス（一時預かり）を公立保育園が担っている。 

 

 (3) 統廃合の方向性 

⚫ 保育の質やサービスを考えると、１園に統合することが望ましい。保育士の十分な配

置により保育士一人一人が高い専門性や技術の習得することが促進され、保育の質の

向上を図ることができる。また、障がい児など配慮が必要な児童の受入体制や多様化

するニーズに対応する保育サービスの充実が期待できる。アンケートにおいても、保

育内容の充実や質の向上を求める回答が多かった。 

⚫ 保育士を１園に集中配置することで、対応できる児童の幅が広がる。 

⚫ 公立園を廃止して、障がい児等を受け入れる私立園に対して加配の人件費補助を行う

ことも一つの方策ではあるが、そもそも保育分野では人材不足が深刻である。補助金

を交付することで解決できる問題ではない。 

⚫ 少子化の進行により就学前児童数は今後も減少していくことが予測されている。この

ような状況において、建築後 50 年程度経過している２園とも施設の大規模改修や更

新時を実施することは非常に大きな財政負担を伴う。１園に統合して、予算の集中を

行う方が、適切な保育環境を整備しやすい。１園への統合が妥当と考える。 

 

 (4) 統廃合の時期等 

⚫ 西加茂保育園の閉園に伴い、令和８年度 14 名の園児が芝野保育園に転園する。その

園児達が卒園する前にまた他の園に転園することは保護者にも児童に大きな負担を

伴う。アンケートでも、これまでの統廃合で保護者負担が考慮されていないことへの

不満の回答が見られた。このため、統廃合の時期は、施設の新築や大規模改修などの

施設整備の観点だけでなく、保護者等の負担も考慮して計画的に進め、十分な周知期

間を確保して、速やかな情報提供や当事者への意見聴取を行いながら進める必要があ

る。 

 

 (5) 公立保育園の役割 

⚫ 加茂市の未来の子育て環境を守るためには、質の高い保育の維持が不可欠である。公

立保育園はその中で中心的な役割を果たすこと（＝基幹保育園、指導機関）。 

⚫ 行政や相談機関との連携により、相談機能や障がい児保育の充実、医療的ケア児など

の受入体制を構築すること。 

⚫ 私立園等で実施困難な多様な市民ニーズに対応した保育サービスの充実を図ること。 
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資料１ 加茂市公立保育園統廃合に関するアンケート調査報告書 

 

第１章 アンケート調査の概要 

 

１ 調査目的 

近年、少子化や核家族化の急速な進行など、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化する

とともに、育児の孤立化や地域の子育て力の低下といった問題も指摘されています。 

当市においても、児童数の減少、核家族化、多様化する保育ニーズなどに対応し、子ども

にとってより良い環境を整備し、保育サービスの一層の向上に努めていく必要があります。

さらに公立保育園の保育施設は築年数が相当経過しており老朽化が進んでいることなどか

ら、将来を見据えた公立保育園の統廃合が必要となっています。 

本アンケート調査は、公立保育園の統廃合を検討するにあたり、保育対象児童の保護者に

意見や要望等を聞き、保育施設の適正配置に向けた方針を検討するための基礎資料として活

用することを目的に実施します。 

 

２ 調査概要 

（１） 対象 

市内各園に在籍する児童のいる保護者及び就園前の児童のいる保護者 

（２） 調査実施期間 

令和７年７月 18日（金）～８月５日（火） 

（３） 調査実施主体 

加茂市こども未来課 

（４） 調査の実施方法 

電子申請システムによるデジタル回収方式 

①  園を通して回答完了後、回答確認票の提出を行う 

②  未就園児は母子モ等で周知し、回答確認票の提出はしない 

（５） 調査票の配布数 

・園児保護者全員（２名以上の児童の保護者については１人回答）  

・未就園児保護者（２名以上の児童の保護者については１人回答） 

 

 （６）業務スケジュール 

６月中     調査票（項目）の検討・決定、回答フォーム作成 

７月中旬    園長へ実施内容等の説明及び依頼 

        施設を通じて保護者へ調査協力依頼文書配布、調査開始 

８月５日(火） 回答締め切り 

８月６日(水)  回答確認票の園への提出締め切り 

８月８日(金)  施設からこども未来課へ回答確認票を提出、調査完了 

９月上旬   回答結果の集計・分析開始 

 

（７） 回収数及び回収率 

・全体 回収数 242件 回収率 53.4％ 

約 453世帯 

※兄弟がいる場合は、年齢の一番低い児童を回答する 
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  ・市内公立保育園児 76人（31.4％） 

  ・市内私立保育園児 60人（24.8％）   

・市内私立幼稚園児 28人（11.6％） 

・市内認定こども園 68人（28.1％） 

  ・未就園児      9人（ 3.7％） 

  ・市外の園      1人（ 0.4％） 

 

第２章 調査結果の総括 

 

１ 子どもの年齢 

子どもの年齢は、３歳から５歳は、62.0％となっており、０歳から２歳は 38.0％でした。 

 

２ 普段、子どもの世話をしている人の職業 

フルタイムの勤め人は 53.6％で最も多く、次いでパート・アルバイトが 28.6％自営業・

家族従事が 5.8％でした。家事専業 6.6％、無職 2.9％、その他 2.5％でした。 

 

３ 現在、通園している園 

市内公立保育園が 76 人、市内私立保育園が 60 人、市内私立幼稚園が 28 人、市内認定こ

ども園が 68人、市外の園１人、未就園が９人でした。 

 

４ 保育園の選定理由 

現在の園を選んだ理由は、「自宅から近いから」が 27.4％を占め圧倒的に多く、次いで「兄

弟姉妹が通っている（以前から通っていた）から」が 11.0％となっており、園を選ぶ際の条

件として、「自宅から近い」ということが大きなウエイトを占めていることがうかがえます。 

 

５ 通園している園の満足度 

「満足」が 57.8％で「やや満足」が 38.0％であり、満足している人が多いことがうかがえ

ます。 

 

６ 今後、実施あるいは充実してもらいたい保育サービス 

「保育料以外の費用（保護者会費、教材費など）のキャシュレス化」が 22.4％と最も多く、

次いで「おむつ、おしりふき等の園でのサブスク（持参せず有料化）」が 14.5％と多かった。 

 

７ 公立保育園の統廃合についての考え 

「統廃合は必要である」が 30.2％であり、「どちらかというと必要である」が 27.7％でし

た。半数以上が統廃合は必要であると回答しています。 

 

８ 公立保育園に入園させたいと思うか 

「はい」と回答した人が 35.5％であり、「いいえ」と回答した人が 64.5％でした。 

 

９ 公立保育園に希望すること 

「様々な体験活動など保育内容の充実や質の向上」が 18.7％と最も多く、次いで「施設、

設備、遊具等の充実」が 13.7％であり、その次が「保育士の質の向上」が 13.3％となってい

ます。  
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第３章 調査結果 

 

１ 子どもの年齢 

アンケートに回答した保護者の子どもの年齢は２歳から５歳が中心となっています。 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

５歳 67 27.7 

２歳 49 20.2 

３歳 42 17.4 

４歳 41 16.9 

１歳 29 12.0 

０歳 14 5.8 

合計 242 100 
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２ 普段、子どもの世話をしている人の職業 

普段子どもの世話をしている人の職業は「勤め人（フルタイム）」と「パート・アルバイト」

で８割を占めています。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

勤め人（フルタイム） 129 53.6 

パート・アルバイト 69 28.6 

自営業・家族従事 14 5.8 

家事専業 16 6.6 

無職 7 2.9 

その他 6 2.5 

無回答 1 0 

合計 241 100 
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３ 現在、通園している園 

回答者全体で、市内公立保育園は 31.4％であり、私立園全体では 64.5％でした。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

市内公立保育園 76 31.4 

市内認定こども園 68 28.1 

市内私立保育園 60 24.8 

市内私立幼稚園 28 11.6 

未就園 9 3.7 

市外の園 1 0.4 

合計 242 100 
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４ 園を選ぶ時に重視すること（複数回答） 

園を選んだ理由は、「自宅から近い」が他項目に比べ圧倒的に多くなっています。次いで、

「きょうだいが通っているから」、「職員が信頼できる」、「卒園後に入学する小学校区にあ

る」、「保育・教育の内容がよい」などが上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

3

0

1

1

5

8

12

13

20

27

29

37

44

58

60

65

68

170

0 50 100 150 200

その他

祖父母の家から近い

特にない

民間の園である

保育料が安い

近所の子や友達が通っている

公立の保育園である

園周辺の環境がよい

施設や設備が充実している

職場から近い

通勤に便利な場所にある

周りの評判がよい

施設全体の雰囲気がよい

保育・教育の内容がよい

卒園後に入学する小学校区にある

職員が信頼できる

きょうだいが通っている（いた）

自宅から近い

園を選ぶ理由
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カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

自宅から近い 170 27.4 

きょうだいが通っている 68 11.0 

職員が信頼できる 65 10.5 

卒園後に入学する小学校区にある 60 9.7 

保育・教育の内容がよい 58 9.3 

施設全体の雰囲気がよい 44 7.1 

周りの評判がよい 37 6.0 

通勤に便利な場所にある 29 4.6 

職場から近い 27 4.3 

施設や設備が充実している 20 3.2 

園周辺の環境がよい 13 2.1 

公立保育園である 12 1.9 

近所の子や友達が通っている 8 1.3 

保育料が安い 5 0.8 

民間の園である 1 0.2 

特にない 1 0.2 

祖父母の家から近い 0 0 

その他 3 0.5 

合計 621 100 
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５ 通園している園の満足度 

「満足」、「やや満足」と回答した方が 95.8％となっており、多くの方が通園している園に

満足しています。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

満足 135 57.8 

やや満足 89 38.0 

やや不満 9 3.8 

不満 1 0.4 

合計 234 100 
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不満, 0.4％
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（１）「満足」「やや満足」を選択した方が満足している項目（複数回答） 

「職員の対応」の項目が他項目より圧倒的に多くなっており、次いで「保育方針」、「保

育サービス」、「給食（食に関する教育）」の順になっています。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

職員の対応 171 33.0 

保育方針 85 16.4 

保育サービス（延長保育、一時保育、土曜保育など） 73 14.1 

給食（食に関する教育） 67 12.9 

施設・設備の充実 45 8.7 

安全確保のため配慮 43 8.3 

保護者からの意見などへの対応 31 6.0 

その他 3 0.6 

合計 518 100 
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（２）「不満」「やや不満」を選択した方の気がかりな項目（複数回答） 

気がかりな項目では、「職員の対応」が最も多くなっています。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

職員の対応 7 28.0 

保護者からの意見などへの対応 5 20.0 

施設・設備の充実 4 16.0 

保育サービス（延長保育、一時保育、土曜保育など） 3 12.0 

安全確保のため配慮 3 12.0 

保育方針 2 8.0 

給食（食に関する教育） 0 0 

その他 1 4.0 

合計 25 100 
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６ 今後、実施あるいは充実してもらいたい保育サービス（複数回答） 

「保育料以外の費用のキャッシュレス化」が最も多く、次いで「おむつ、おしりふきのサ

ブスク」、「延長保育」の順になっています。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

保育量以外の費用のキャシュレス化 88 22.4 

おむつ、おしりふき等の園でのサブスク 57 14.5 

延長保育 44 11.2 

土曜保育 31 7.9 

休日保育 31 7.9 

早朝保育 30 7.6 

一時保育、一時預かり 23 5.9 

育児相談 23 5.9 

０歳児保育 17 4.3 

障がい児保育 17 4.3 

夜間保育 3 0.8 

その他 29 7.4 

合計 393 100 
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７ 公立保育園の統廃合についての考え 

（１）「統廃合は必要」「どちらかというと必要」を選択した方の考え 

「統廃合は必要である」と「どちらかというと必要である」と回答した方が全体の

57.9％となっています。「わからない」と回答した方が 26.9％でした。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

統廃合は必要である 73 30.2 

どちらかというと必要である 67 27.7 

わからない 65 26.9 

どちらかでいうと必要でない 21 8.7 

必要でない 16 6.6 

その他 0 0 

合計 242 100 
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（２）公立保育園の統廃合をどのようにすると良いと考えますか 

「２園残す」が 43.5％と最も多く、「１園残す」は 42.0％でした。「公立保育園は必要な

い」は 11.6％でした。 

 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

２園残す 60 43.5 

１園残す 58 42.0 

公立保育園は必要ない 16 11.6 

その他 4 2.9 

合計 138 100 
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８ 公立保育園に入園させたいと思うか 

「いいえ」と回答した人が 64.5％であり、「はい」と回答した人が 35.5％でした。 

 

 

 

カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

いいえ 78 64.5 

はい 43 35.5 

合計 121 100 
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９ 公立保育園に希望すること（複数回答） 

公立保育園に希望することは、「様々な体験活動など保育内容の充実や質の向上」が最も

多く、次いで「施設、設備、遊具等の充実」、「保育士の質の向上」の順でした。 
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カテゴリ 件数（人） 全体（％） 

様々な活動など保育内容の充実や質の向上 97 18.7 

施設、設備、遊具等の充実 71 13.7 

保育士の質の向上 69 13.3 

園舎や通園道路の安全管理対策 36 6.9 

金銭的に負担にならない 36 6.9 

延長保育の充実 31 6.0 

時間的に負担にならない（保護者会、行事など） 24 4.6 

保育料以外の費用のキャシュレス化 22 4.2 

給食の充実 19 3.7 

食育の充実 17 3.3 

障がい児保育 15 2.8 

おむつ、おしりふき等のサブスク 15 2.8 

早朝保育の充実 13 2.5 

休日保育の充実 12 2.3 

０歳児保育の充実 12 2.3 

保育者と保護者の情報共有 12 2.3 

保育時間の延長 8 1.5 

一時保育の充実 5 1.0 

夜間保育の充実 1 0.2 

その他 5 1.0 

合計 520 100 
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「その他」の欄の記載について 

記載されていた分だけまとめました。 

 

１． 保育園・幼稚園・認定こども園を選ぶ時に重視する点について   

・０歳から入れられる。 

・駐車場が広く停めやすい。駐車場までの道が広い。 

 

５-１．お子さんが通っている園の満足している項目を選択してください。 

   ※「満足」「やや満足」を選択した方にきいています。 

 ・お茶会とか作業が学べる。（少人数） 

 

５-２．お子さんが通っている園について「気がかり」と思われる項目を選択してくださ

い。 

   ※「不満」「やや不満」を選択した方にきいています。 

 ・記載なし 

６．今後実施してもらいたい、あるいは充実してもらいたい保育サービスを選択し 

てください。 

・延長保育時間帯のバス運行 

・園内に支援センターがあると入園前から雰囲気がわかりよい。 

・土曜保育は１、２週間前に仕事が入った場合でも対応してほしい。１か月前など希望

の用紙が来てもシフトがまだ不明である。 

・土曜日も 18時 30分ないし 19時まで預かっていただけると助かります。 

・特別申出保育の時の給食など簡易的な物でも出してもらえると大変助かる。 

・連絡体制のオンライン化、IT化（４） 

・ブログ等の更新頻度を多くしてほしい。 

・アプリなどで保育園での写真や動画をアップしてもらいたい 

・保護者の負担減（PTA活動、奉仕活動の減） 

・延長保育の時間帯でできる英語やピアノやリトミックなどの習い事。 

・加配の先生は対象の子どもに合わせた対応や在園時間にしないと対応が行き届かな

いし、拒絶原因にもなりかねない。 

・土曜保育も給食あり。 

・年少からも完全給食。 

・ごはんの持参、行事のために準備する物などの負担軽減。 

 

７-１．公立保育園の統廃合をどのようにすると良いと考えますか。 

   ※「統廃合は必要」「どちらかというと必要」を選択した方にきいています。 

・１園以上は残すべき。 

・新しく建て替える。 

・園舎を新しくして１園に統合する。 
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９．公立保育園に希望すること 

・職員が少ないのではないか。 

・安全に乗り降りするために思いやり駐車スペースを作ってほしい。 

・近くの園がなくなり、徒歩で行けなくなるため駐車場が必要。 

 

【自由記載 まとめ】 

【統廃合について】 

１．統廃合を行うなら１回にまとめてやって欲しい。何回にも分けて、保護者側の負担

を全く考慮されていないことに憤りを感じる。 

２．市が保育から手を引くと他人事になってしまう。それは子どもにとっていい事だと

思えない。私立がいつどうなるかもわからない。０にするのは良くないと思う。 

３．小中学校の統廃合が検討される中、幼稚園保育園の数が多すぎるように思う。 

【保育について】 

４．すべてを統合するとマンモスになるため、一人ひとりに配慮が行き届かない状況に

なり得る。 

５．保育の先生が子どもに寄り添い、保護者に寄り添い、考えてくれるような人が保育

士としていてほしい。 

６．子ども達の間で問題があれば、どうしていくか一緒になって考えてほしい。 

７．少子化で学校が統合されていく中、幼児期には小規模でも一人ひとりと向き合って

くれる保育が良いと思う。 

８．子育て世代への保育支援が手薄い。 

９．独自性を出すなら、加茂のことが好きになるような、加茂だからできる保育を目指

すか、地元密着な保育園がいいのではと思います。 

10．少子化で子どもが少なくなると、子ども達はお友達の関わりが少なくなるので、ク

ラスの人数が少ないよりは統合して、人数を増やし集団生活を通して色々な経験

ができると良いと思います。 

11．公立保育園は最後の砦の立場で子どもや家族を守る場所になればと思います。 

【保育サービスについて】 

12．保育料無償化になり、公立であることにあまりメリットを感じられない。 

13．療育相談や相談ができる場が増えてくれるとありがたい。 

14．一時預かり、休日保育の事前申し込み制は利便性に欠け、もう少し自由度が 

   欲しい。 

 15．預かり保育等、準備が多く利用しづらい。 

  （布団、うち履き、着替え等、通っている園からの移動が必要） 

16．公立園では、人員不足により受けられるサービスをうけられない、延長保育 

  の短縮があった。 

17．子どものお弁当作りは負担になる。費用は別途かかった分を請求してもいいので、

当たり前に給食にしてほしい。 
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【園舎について】 

18．公立でも民営化でも良いですが、中心地（アクセスの良い場所）に良い施設を作り、

他市からも羨ましがられ、引っ越してきたいと思う場所を作って欲しいです。 

19．統廃合にあたり園舎は新設した方が良いと思う。 

20．公立保育園は老朽化がすごいので子どもを預けたいと思わない。 

21．自宅から近い保育園は設備が古く早々に選択肢から外してしまった。綺麗で新しい

公立の園があったら嬉しかった。 

22．今ある公立の保育園はどこも施設が古く、正直入れたいという気にならない。新し

い園舎ができたらまた違うのかなと思います。 

【駐車場について】 

 23．駐車場や園周辺の道路交通状況が安全であるところに通わせたい。だが、市内の園 

   はなかなかこれに当てはまらない。 

24．駐車スペースが狭く、路上に駐車されている方も多い。 

【その他】 

25．いつもありがとうございます。 

26．加茂市（私立も）の園が古すぎ、災害が起こった時、安全が確保されなさそうでと

ても心配である。基準を満たしているのか、安心して預けられる場所なのか、共通

な基準で確認し、示してほしい。選ぶ基準にもなる。 
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資料２ 加茂市公立保育園統廃合検討委員会設置要綱 

 

加茂市公立保育園統廃合検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 加茂市立保育園（以下、「公立保育園」という。）について、その運営の効率化及び保

育サービスの向上を図るため、加茂市公立保育園統廃合検討委員会（以下、「委員会」とい

う。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

 (1) 公立保育園の運営の効率化に関すること。 

 (2) 公立保育園の民営化及び統廃合に関すること。 

 (3) 多様化する保育需要に対応するための施策に関すること。 

 (4) 子育て支援に関すること。 

 (5) その他必要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員をもって構成する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 公立保育園、私立保育園・認定こども園及び私立幼稚園の各所属の代表 

 (3) 公立保育園、私立保育園・認定こども園及び私立幼稚園の各所属の保護者代表 

 (4) その他市長が適当と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は 1年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１名を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し委員長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代 

理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

（意見の聴取等） 

第７条 委員長は、必要があると認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見

若しくは説明を聞き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、こども未来課において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に

諮って定める。 

附 則 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 
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資料３ 加茂市公立保育園統廃合検討委員会委員名簿 

 

加茂市公立保育園統廃合検討委員会委員名簿 
 

 

敬 称 略  

役職 氏 名 所 属 職 名 等 

委員長 斎藤 竜夫 新潟中央短期大学 学科長・教授 

副委員長 藤瀬 竜子 新潟青陵大学 学科長・教授 

 小林  誠 加茂市区長会 会長 

 櫻井美奈子 こども未来会議 会長 

 星野 潤子 公立保育園代表 園長 

 白鳥  豊 私立保育園・認定こども園代表 園長 

 西村 祥子 私立幼稚園代表 園長 

 渡部  遥 公立保育園保護者代表 保護者会長 

 渡邊 明子 私立保育園・認定こども園保護者代表 保護者会長 

 倉藤  悠 私立幼稚園保護者代表 保護者会長 

 

 

 事 務 局 

こども未来課 

課長 五十嵐 卓 

参事 丸山 聡子 

課長補佐 樋口 和徳 

主査 加藤 大輔 

 

 

 

 

 


